
　௕໺市教育委員会（以Լ、市教委）
は、20�5年度に学力向上を目指して
策定した「しなのきϓϥϯ��」の１
つめのプランに「グϩーόルなࢹ໺
の育成」を͛ܝ、国ࡍ理解教育とと
もに英語教育のॆ実に౒めてきた。
20��年度にはＡＬＴ�3人を小ɾ中学
校に഑ஔ。20��年度に策定した「ୈ
しなのきϓϥϯ」でも英語教育ظ̎
をॏ点ࢪ策の１つとし、小学校英語
の教科化を見ਾえて小学校のＡＬＴを
૿員するとともに、英語ઐ科教員の
活用も進めた。中学校では、スϐー
νコンテストやイングϦογϡΩϟ
ンプなどを実ࢪし、生徒が英語をア

΢トプοトする機会を֦ॆした。
20��年度以߱、同市のＣＥＦＲ Ａ１

レベル相当以上を有する中学３年生
の割合は年々上ঢしていったが、全
国の割合にはなかなかಧかなかった

（図̍）。そこで市教委は、授業改善の
さらなるਪ進がඞ要だと考え、英語
４ٕೳݕ定の導ೖをݕ౼した。学校
教育課の小泉一
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ً
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指導主事は、࣍の
ように語る。
　「子ども一人ͻとりの英語力を的確
に೺Ѳしてこそ、ޮ果的な授業改善
がਤれます。まͣはݕ定活用の実੷を
ੵもうと、20��年度から中学校２校
の３年生を対象に、英語４ٕೳݕ定
を先行導ೖしました。学習指導要ྖ
に準ڌしたݕ定であれば、ಛผな対
策をしなくてもݕ定結果を授業改善

に生かせると考え、『ＧＴＥＣ』ˎ̎を採
用しました」
　先行導ೖ校の１つ、௕໺市立௕໺
中学校は、スコアが௿かったスΩル
の言語活動を授業のଳ活動として全
学年でॏ点的に実ࢪ。また、ޡ答分析
で１年生の学習内容が定ணしていな
いことが明らかになったため、１年
生の指導計画を見௚した。そうして
学校全体で授業改善に取り組んだと
こΖ、スコアは年々上ঢしていった。
　先行導ೖ校の実੷を踏まえ、市教
委では202�年度、小学１年生ʙ中学
３年生の各発達段階に応じた目標と
۩体的な取り組みを示した「ӳڭޠ
ҭϏδϣϯ」において、2023年度か
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஫̍ʣશࠃの஋͸ɺʮྩ
࿨̑೥౓ɹӳޠ教育࣮
。ௐࠪʯʹΑΔگঢ়ࢪ
஫̎ʣ長野市の ����
೥౓͸ɺௐࠪํ๏͕ҟ
ͳΔͨΊߟࢀ஋。
஫̏ʣ���� ೥౓͸ௐ
͕ࠪͳ͔ͬͨ。
※長野市教育委員会の
提供資料をجʹฤू෦
Ͱ࡞੒。���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

ʢˋʣ

ʢ೥౓ʣ

��

��

��

��

�
௕໺ࢢɹɹɹશࠃ

36.1

34.0
38.0 36.0

45.8
48.8 50.0

52.551.0

40.7 42.6
44.0

47.0 49.2 50.2

36.1

34.0

44.0

47.0

໨ඪ஋໨ඪ஋

CMYK  1132267_VIEW next 教育委員会版 Vol.2_ 

1

校

2

校

3

校 _安田<P13>　

教員のηϧϑνΣοΫͱ英語のٕೳผΞηεϝンτ
σʔλの׆༻Ͱ、英語のतۀをັྗΞοϓ
௕໺ݝ௕໺ࢢ教育ҕ員ձ
௕໺ڭࢢҭҕһձ͸ɺ����೥౓͔Βখɾதֶߍʹ̡̖ Λ̩खް͘ ഑ஔ͢ΔͳͲɺӳٕ�ޠೳͷҭ੒Λ໨ͯ͠ࢦ ӳڭޠҭʹ
ྗΛೖΕ͖ͯͨɻऔΓ૊Έͷ݁Ռɺ$&'3ˎ̍�"�Ϩϕϧ૬౰Ҏ্Λ༗͢Δதֶ̏೥ੜͷׂ߹͕೥ʑ্ঢɻͦͷಈ Λ͖Ճ଎͞
ͤΔͨΊɺӳٕ̐ޠೳݕఆΛಋೖ͠ ɺσʔλʹ͍ͨͮجतۀͷັྗΞοϓΛਤͬͯ ͍Δɻ·ͨɺݕఆͷείΞͱ֤ڭһʹΑ
ΔतۀͷηϧϑνΣοΫ݁ՌΛর߹ͨ͠ ͜ͱͰɺॻ͘׆ಈͷ՝୊͕ු͖ூΓʹͳΓɺશࢢͰͷतۀվળͷํ͕ੑ޲ఆ·ͬ ͨɻ

ʮ໌೔を୓
ͻΒ

͘ਂ͘๛͔ͳਓؒੑの࣮ݱʯを教育のجຊཧ೦ʹ掲͛ɺ
教育ࡦࢪをਪਐ。����೥౓ʹ͸ɺࢠͲ΋ͨͪのʮֶࣗࣗशの資 ɾ࣭
ೳྗʯを৳ு͢Δࢧԉʹॏ఺をஔ͍ͨɺֶ ըʮ͠ܭࢪ教育の࣮ߍ
ͳの͖ϓϥϯⅡʯをࡦఆͨ͠。
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���ਓɹɹ໘ੵ ������ὕ
਺ߍֶཱࢢ খֶߍ��ߍɺதֶߍ��ߍ
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���ਓɺதֶߍ໿ �
���ਓ
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学校教育課
語୲౰ࠃ֎ಈɾ׆語ࠃ֎
指導主事

খઘҰً
͍ͣ͜Έɾ͔͖ͣ

長野ཱެݝதֶߍ教員をܦ
ͯɺ����೥౓͔Βݱ৬。

学校教育課
語୲౰ࠃ֎ಈɾ׆語ࠃ֎
指導主事

୓ຏࢁؙ
·Δ΍·ɾͨ ·͘

長野ཱެݝதֶߍ教員をܦ
ͯɺ����೥౓͔Βݱ৬。

英語４ٕೳの育੒を໨指͢
तۀ改善に、ݕఆを׆༻

事ྫ �

̘̚ ̧̛ �̖̍ Ϩϕϧ૬౰Ҏ্を༗͢Δத学̏年生のׂ߹のਪҠ図̍
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ら全市立中学校の３年生໿3
000人を
対象に、英語４ٕೳݕ定を実ࢪする
。んだࠐ策を੝りࢪ
　「すべての中学校で、生徒が目をً
かせて言語活動に取り組む、魅力的
な授業を実践してほしいという思い
がありました。そうした授業を一人
ͻとりの教員が行うためには、全校
での英語４ٕೳݕ定の実ࢪがඞਢだ
と考えました」（小泉指導主事）

　授業改善には、英語４ٕೳݕ定の
結果とともに、市が作成した「ηϧ
ϑνΣοΫγʔτ」（図̎）も活用し
ている。同γートは、「教員が授業の
75％ఔ度以上を英語で行っている」

「言語活動を行うࡍに、৔面ɾঢ়گɾ
相खの૝定がඞͣある」など、࢖え

る英語力を生徒が身につけるために、
目指したい授業ɾ評価のあり方を24
߲目で示したものだ。各߲目の౸達
度を４段階で教員が自ݾ評価するこ
とで、自分の授業を見௚すきっかけ
としてもらうために導ೖした。
　市教委は、ηルϑνΣοクγート
の結果を英語４ٕೳݕ定のスコアと
র合して授業改善の方向ੑを見いだ
し、全校と共有している。例えば2023
年度は、スϐーΩングのスコアが全
国参考値を上回り、小学校にＡＬＴを
खްく഑ஔし、話す活動に力をೖれ
てきた成果が表れていたが、ライティ
ングのスコアは全国参考値を大෯に

Լ回っていた（図̏）。丸山୓ຏ指導
主事は、その結果を࣍のように分析
したと説明する。
　「ライティングのスコアをৄしく見
ると、໿４割の生徒が̌点で、その
大൒が無回答でした。そこで、各中
学校の英語科教員の代表者が提ग़し
たηルϑνΣοクγートのू計を見
ると、言語活動の書くྖҬの４߲目
すべてで൒数以上の教員が『あまり
行っていない』『全く行っていない』
と自ݾ評価をしていました（図̎੺
࿮）。ライティングのスコアの௿さは、
書く活動の少なさにݪ因があること
がཪづけられたのです」
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※長野市教育委員会の提供資料をجʹฤू෦Ͱ࡞੒。
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���஋をߟ ͱͨ͠
࣌の長野市の஋。

※長野市教育委員
会の提供資料をج
ʹฤू෦Ͱ࡞੒。
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είΞͱηϧϑνΣοΫの෼ੳͰ
ॻ͘ ಈの課題͕ු׆ ூ͖Γに

「ηϧϑνΣοΫγʔτ」の߲໨ͱ、教員のࣗݾධՁのू݁ܭՌʢൈਮʣ図̎

तۀʢݴ語׆ಈʣをັྗతにʂ ʙӳٕ̐ޠೳݕఆΛ࣠ʹͨ͠ तۀʢ׆ޠݴಈʣͷࢹ఺ʙ

Ａ〜Ｎ：各中学校の代表教員の自己評価
̐ʹΑ͘ ͋ͯ͸まΔʢΑ͘ ͯͬߦ ͍Δʣ
̏́ ま͋͋ͯ͸まΔʢ࣌ʑͯͬߦ ͍Δʣ
̎́ ͋まΓ͋ͯ͸まΒͳ ʢ͍͋まΓͯͬߦ ͍ͳ͍ʣ
̍́ શ͋͘ ͯ͸まΒͳ ʢ͍શͯͬ͘ߦ ͍ͳ͍ʣ

202�年度ɹ௕໺ࢢの英語４ٕೳݕఆのείΞ図̏
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ಛू 教員の指導ҙཉをߴΊ、学ྗ্޲を࣮͢ݱΔΞηεϝンτσʔλのར׆༻支援



　無回答が多かった要因については、
多くの学校が定期考査などの採点で
スペルや文法の間違いを減点する方
式にしているため、生徒が間違いを
恐れて書くことを最初から諦めてし
まっているのではないかと分析した。
　市教委は、各中学校の英語科教員
の代表者が参加する事後研修会で、
ライティングの分析結果を説明。ライ
ティングのスコアが高かった中学校
では、自分が伝えたいことを１文で書
けない時は、２文、３文と短い文に分
けて書くよう伝えたり、自分が知って
いる単語で部分的にでも書かせたり
するなど、正確さにこだわり過ぎない
指導をしていることなどを紹介した。
　さらに、「テストで正確さばかりを
求めていないか」と、教員に問いか
けた。そして、ライティングの採点
を減点方式ではなく、英文の内容や
構成、単語量、正確さといった評価
規準を設け、内容面を加点評価する
ようにして、生徒の書く意欲を高め
ていこうと提案した。

　事後研修会では、各学校が全国参
考値と比較しながら自校の結果を分
析し、浮き彫りになった課題と今後
の授業改善について話し合う、少人
数のグループワークも設けている。
　「先生方は、『授業では自分が話して
ばかりいる。生徒が話す機会を設け
たい』『生徒が自分の考えや思いを表
現できるテストに変えたい』などと、
自身の課題と改善策を語り合ってい
ました。また、自身が実践している言
語活動やＩＣＴの活用法も共有してい
ました。教員間の学び合いが自然に
生まれ、互いに刺激を受けている様
子が印象的でした」（丸山指導主事）
　共有された言語活動の中には、カー

ド遊びを通じて音と
文字を結びつけて捉
える練習を行うもの
があった。例えば、
“ＣＡＰ”と“ＣＵＰ”、
“ＢＡＧ”と“ＢＵＧ”
など、ＡとＵは日本
語では同じ「あ」だ
が、英語では発音が
異なる。そこで、Ａ
とＵを聴き分けて文
字と結びつけられる
よう、ＡとＵの音が
含まれる単語のカー
ドを並べ、ＡＬＴが
発音した単語のカー
ドを取る活動が紹介
された。
　市教委では、研修
会で全校一斉に課題
や実践を共有し、目
標に向けた授業改善
に役立ててもらう一
方で、各学校の希望に応じて指導主
事が学校を訪問し、教員個人の相談
などに応じる「しなのき派遣」も行っ
ている。
　「先生方それぞれに悩みは異なりま
すから、先生方との対話を大切にし
ています。何に悩んでいるのか、そ
の要因は何か、どう解決しようと考
えているのかなどを、各先生に話し
てもらいます。話すうちに考えが整
理されたり、内にある思いが顕在化
したりして、自身で気づくことがた
くさんあります。教員自身で解決策
を見つけ、自律的に授業改善を進め
られるような伴走型支援を心がけて
います」（丸山指導主事）
　しなのき派遣は、すべての教科に
対応しており、教科横断型授業や探
究学習、学習評価の方法、テストの
作り方など、教員の様々な相談に応
えているという。

　2023年度は、ＣＥＦＲ Ａ１レベル相
当以上を有する中学３年生の割合は
50.2％に達した。2024年度には、それ
までの成果と課題を踏まえて英語教
育ビジョンを改訂（図４）。一連の取り
組みを通じて授業をより魅力的なも
のにし、国が「第４期教育振興基本計
画」で示した「中学校卒業段階でＣＥＦ
Ｒ Ａ１レベル相当以上 ６割以上」は、
2027年度での達成を目指している。
　「今後の目標は、各学校が自走して
授業改善に取り組むことであり、そ
れと同じように、生徒も自律的な学
習者になってほしいと考えています。
生徒の主体的な学習改善を各学校が
支援できるよう、教員研修や先生方
への呼びかけを工夫していきます」

（小泉指導主事）
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今後の課題は、
生徒の学習改善の支援

各学校に指導主事を派遣。
教員個々の悩みに伴走

2024年度改訂「英語教育ビジョン」図４
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